
１
太
政
官
公
文
書
か
ら
の
引
用
は
「
公
」
の
符
号
で
示
す
。
２
引

用
文
中
の
省
略
部
分
は
「
．
：
：
。
」
の
符
号
で
示
す
。
３
そ
の
文
の
趣

旨
を
厚
罠
。
詞
①
８
己
○
罰
ｏ
①
Ｐ
Ｃ
且
。
ョ
）
よ
り
と
っ
た
時
は
文
尾

に
（
胃
。
）
の
符
号
を
付
す
。

伶
東
京
医
学
校
開
設
の
こ
と

一
八
六
九
年
一
月
廿
五
日
三
条
左
大
将
の
旨
を
う
け
て
外
務
輔
東

久
世
中
将
か
ら
英
国
公
使
あ
て
書
簡
が
あ
り
、
東
京
に
西
洋
式
病
院

お
よ
び
医
学
校
を
創
立
し
た
い
が
ウ
イ
リ
ス
医
師
に
協
力
さ
せ
て
ほ

し
い
と
あ
り
（
胃
。
）
医
学
校
管
理
に
つ
い
た
葛
昌
四
日
乏
晨
“
言
・
己
．

国
＆
口
．
で
あ
っ
た
が
沢
外
務
卿
よ
り
パ
ー
ク
ス
英
公
使
へ
申
し
出
が

あ
る
。
「
公
」
「
巳
十
月
廿
五
日
英
国
公
使
館
於
テ
ウ
イ
リ
ス
ー
条
二

付
同
国
公
使
へ
沢
外
務
卿
対
話
書
ウ
ヰ
リ
ス
儀
彌
御
暇
相
願
度
趣

…
…
右
趣
意
ハ
医
学
校
一
躰
不
規
則
ニ
テ
事
実
不
都
合
ノ
事
件
多
ク

ド
イ
ツ
医
学
採
用
（
明
治
三
年
）
前
後

、

の
別
な
事
情
（
三
）

原
口
忠
男

何
分
難
忍
且
御
雇
相
成
候
上
〈
局
中
百
事
差
図
致
シ
頭
支
配
之
姿
ニ

相
成
候
儀
免
テ
モ
承
允
仕
間
敷
候
間
同
人
儀
〈
唯
今
御
暇
御
差
出
之

事
ト
御
治
定
有
之
度
候
」
ウ
イ
リ
ス
鼓
首
の
理
由
に
頭
支
配
の
病
院

管
理
を
あ
げ
た
が
医
学
の
問
題
で
は
な
い
。
間
も
な
く
辞
表
提
出
と

な
る
。
「
公
」
「
二
年
十
月
廿
九
日
医
学
校
雇
英
国
ウ
ヰ
リ
ス
乞
暇
二

付
代
教
師
雇
入
ヲ
該
国
公
使
へ
託
ス
」
卿
は
公
使
に
後
任
補
充
の
要

を
訴
え
る
。

○
英
公
使
よ
り
東
京
医
学
校
で
の
後
任
推
薦
が
な
い
為
当
局
の

と
っ
た
窮
余
の
策
は
い
独
逸
公
使
と
の
間
に
英
語
で
欧
州
医
学
を
講

義
す
る
と
い
う
条
件
付
で
独
逸
人
医
師
二
人
を
雇
う
契
約
を
結
ん

だ
。
「
公
」
①
一
八
七
○
年
二
月
一
五
日

独
逸
公
使
プ
ラ
ン
ト
ぐ
。
旨
厚
画
ご
号

日
本
側
外
務
卿
沢
宣
嘉
連
署

大
学
別
当
松
平
慶
永
外
務
大
輔
寺
島
宗
則

②
明
治
五
年
四
月
寺
島
宗
則
は
大
弁
務
使
次
い
で
特
命
全
権
公
使

と
し
て
英
国
に
駐
在
し
併
せ
て
海
軍
省
の
代
理
と
し
て
明
治
六
年
医

師
Ｗ
・
ア
ン
デ
ル
ソ
ン
と
契
約
し
、
英
国
公
使
（
Ｈ
・
パ
ー
ク
ス
）
に
予

報
す
る
こ
と
な
く
（
胃
。
）
日
本
海
軍
病
院
に
赴
任
さ
せ
た
。
「
公
」
②

明
治
八
年
同
様
の
方
法
で
マ
ン
’
一
ソ
グ
医
師
を
日
本
へ
向
け
、
着
港
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後
直
ち
に
東
京
府
雇
に
契
約
を
変
更
し
た
。
「
公
」

日
幕
末
明
治
初
年
に
日
本
外
科
の
受
け
た
影
響

他
に
比
類
の
な
い
の
が
米
医
留
日
巨
旦
己
画
く
丘
①
翼
。
脇
の
著
耆

食
疹
辱
鷺
の
冒
昌
、
巨
侭
の
ご
・
眉
目
言
盲
唱
、
昌
貝
侭
昌
Ｏ
唾
胃
》
弓
胃
冒
‐

胃
巨
胃
〕
卸
且
○
胃
国
冒
の
》
》
（
扇
＄
）
で
あ
る
。
③
す
な
わ
ち
島
村
鼎

甫
の
「
創
痩
新
説
」
、
石
黒
忠
直
の
「
外
科
説
約
」
お
よ
び
「
外
科
通

術
」
、
田
代
基
徳
の
「
外
科
手
術
」
お
よ
び
「
切
断
要
法
」
等
の
著
者

に
①
８
ｍ
ｍ
か
ら
の
引
用
が
多
い
。
④
日
本
で
も
米
国
外
科
学
の
人
気

が
高
か
っ
た
よ
う
だ
。
ま
た
○
８
の
唖
の
《
一
国
。
ｇ
①
昌
唖
９
国
昏
巳
。
喝

勉
且
ジ
ョ
脚
８
日
、
（
畠
＄
）
と
題
す
る
名
著
は
ウ
イ
ル
ヒ
ョ
ウ
が
嘆
賞

し
た
蔑
瞥
毎
百
鳥
ａ
辱
く
胃
呂
○
芝
と
の
こ
と
。
⑤
欧
州
で
も
世
界

一
流
の
外
科
医
と
評
価
さ
れ
た
グ
ロ
ス
の
言
と
し
て
当
時
米
国
に
不

世
出
の
四
人
の
名
外
科
医
が
い
た
と
。
⑥
米
国
外
科
で
世
界
で
卓
越

し
て
い
た
分
野
は
長
骨
お
よ
び
関
節
（
ざ
畠
冒
目
①
唖
営
＆
。
目
の
）
銃

創
の
外
科
切
石
術
（
目
〕
。
８
』
畠
）
お
よ
び
膀
胱
膣
瘻
（
ぐ
２
８
‘
く
侭
旨
巳

冒
三
四
）
の
手
術
等
で
あ
っ
た
。

画
岩
佐
・
相
良
両
名
に
対
す
る
懲
罰

二
人
の
独
逸
人
医
師
が
明
治
四
年
八
月
来
日
し
て
か
ら
の
医
学
校

病
院
経
営
は
も
っ
と
頭
支
配
に
な
っ
た
と
か
。
ウ
イ
リ
ス
の
辞
意
表

明
時
医
学
校
事
務
取
扱
の
職
に
あ
っ
た
両
名
が
同
一
時
日
（
明
治
四

年
十
一
月
五
日
）
に
同
一
事
由
（
英
和
辞
書
購
入
）
で
し
か
も
異
な
る

勤
務
場
所
に
い
て
罰
せ
ら
れ
て
い
る
。

「
公
」
「
四
年
十
一
月
元
大
学
権
大
丞
相
良
知
安
外
一
人
英
和
字
書

買
入
方
不
正
二
付
禁
銅
及
噴
罪
司
法
省
…
：
。
」

「
公
」
「
司
法
省
届
…
…
岩
佐
純
其
方
儀
大
阪
医
学
校
御
用
途
二
相

成
候
英
和
辞
書
御
買
入
ノ
節
…
：
．
不
筋
ノ
儀
ト
モ
不
付
右
書
籍
代
価

ノ
余
分
…
…
晴
金
四
両
二
分
申
付
ル
司
法
」
両
名
の
う
け
た
懲
罰
に

格
差
が
あ
る
が
相
良
の
旧
領
主
鍋
島
閑
里
は
明
治
四
年
早
世
し
、
岩

佐
の
旧
領
主
松
平
慶
永
は
明
治
廿
三
年
ま
で
生
き
旧
家
臣
の
面
倒
を

よ
く
見
た
。

⑤
東
京
医
学
校
の
必
須
外
国
語
の
変
転

㈹
「
公
」
「
明
治
六
年
三
月
第
一
大
学
区
医
学
校
規
則
ヲ
定
ム

文
部
省
布
達
予
科
〈
羅
句
学
独
乙
学
数
学
」

と
な
り
、
必
須
外
国
語
は
英
語
よ
り
独
乙
語
に
変
る
。
更
に
一
転

し
て

②
「
公
」
「
・
…
：
高
等
中
学
校
医
学
部
ノ
学
科
及
其
程
度
ヲ
定
ム

文
部
省
令
二
十
年
九
月
十
七
日
：
…
・
第
一
条
…
…
学
科
〈
英
語
・

動
物
学
・
植
物
学
．
．
…
・
」
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と
あ
り
、
必
須
外
国
語
は
英
語
の
象
と
再
転
し
た
。

③
独
逸
語
学
の
再
興
⑦

是
に
お
い
て
大
学
は
評
議
会
を
開
き
医
科
に
至
る
ま
で
皆
英
語
を

用
い
て
教
授
す
る
こ
と
に
一
決
し
た
。
と
こ
ろ
が
明
治
廿
二
年
森
有

礼
文
部
大
臣
が
遭
難
し
、
榎
本
武
揚
氏
そ
の
後
任
に
な
っ
て
か
ら
前

達
を
取
り
消
す
旨
を
高
等
中
学
校
に
達
せ
ら
れ
た
の
で
従
来
通
り
の

外
国
語
に
よ
っ
て
就
学
可
能
と
な
っ
た
。

①
中
野
操
皇
国
医
事
大
年
表
一
九
八
頁

②
原
口
忠
男
日
本
医
史
学
雑
誌
二
六
巻
三
号
六
三
頁

③
阿
知
波
五
郎
第
六
四
回
日
本
医
史
学
会
総
会
特
別
講
演
（
四
）
七
⑧

④
蒲
原
宏
整
形
外
科
一
三
巻
一
二
号
九
四
六
頁

⑤
閃
國
巨
〕
国
．
冒
旦
○
寓
少
国
曽
。
曼
呉
冒
巳
旨
冒
の
。
旬
忠

⑥
○
・
国
．
乏
凹
品
の
昌
巽
８
漫
騨
切
巳
．
芝
四
侭
①
凰
言
⑦
ロ
自
胃
民
需
９
．

ｍ
戸
巨
瞬
⑦
乾
く
も
．
、
『
⑭

⑦
東
京
医
事
新
誌
明
治
二
三
年
（
上
）
五
七
○
頁

私
立
医
学
校
済
生
学
舎
は
、
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
四
月
、
長

谷
川
泰
が
本
郷
元
町
一
丁
目
の
自
宅
に
開
い
た
医
学
私
塾
で
あ
る

（
た
だ
し
外
塾
は
水
道
橋
）
。
長
谷
川
は
越
後
の
人
、
佐
倉
順
天
堂
に
学

び
、
維
新
後
東
京
医
学
校
に
出
仕
し
、
佐
藤
尚
中
致
仕
の
あ
と
も
尚

中
門
最
後
の
一
人
と
し
て
五
年
九
月
東
京
医
学
校
校
長
心
得
と
な
っ

た
。

今
般
医
学
私
塾
を
開
き
教
員
を
設
け
解
剖
生
理
病
理
薬
剤
お
よ

び
内
外
諸
科
を
教
授
せ
ん
と
す
る
有
志
の
諸
君
は
来
る
三
月
二

十
五
日
迄
に
御
申
込
可
有
之

月
謝
一
円
束
修
一
円
五
十
銭

但
し
当
分
の
と
こ
ろ
寄
宿
生
徒
は
二
十
五
名
を
限
り
其
余
は
通

学
（
開
業
広
告
九
年
二
月
、
郵
便
報
知
第
九
二
号
）

言
う
ま
で
も
な
く
、
済
生
学
舎
は
明
治
期
を
通
じ
て
最
大
の
私
立

私
立
医
学
校
済
生
学
舎
の
こ
と神

谷
昭
典
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